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binding protein 1a（Mybbp1a）の 2つのタンパク質の機能について，細胞内複合体を精製することでその機
能メカニズムと調節機構を明らかにすることを目的とした。
（対象と方法）
　N末端側に Flagタグと HAタグを付けた B-Mybまたは Mybbp1a発現ベクターを HeLa細胞に安定的に遺



















Mybbp1a（p160MBP）の C端領域にある核小体移行シグナルを欠損した 140kD（p140MBP）と 67kD（p67MBP）
の断片が含まれていた。大きい方の複合体には，p160MBPと種々のリボソームサブユニットが含まれていた。
培養細胞においてリボソームの生合成を阻害すると，p160MBPが p140MBPと p67MBPにプロセシングされ，核







（2）リボソームストレスによって p160MBPが p140MBPと p67MBPにプロセシングされ，核小体から核質へ局在
を変えることが分かった。二つの Mybbp1a複合体の発見は，Mybbp1aがリボソーム生合成と，細胞周期進
行や細胞増殖を制御する Myb依存的な転写をつなぐ役割を担っている可能性を示した。















リボソームストレスによって p160MBPが p140MBPと p67MBPにプロセシングされ，核小体から核質へ局在を変
えることが明らかにされた。二つの Mybbp1a複合体の発見から，Mybbp1aがリボソーム生合成と，細胞周
期進行や細胞増殖を制御する Myb依存的な転写をつなぐ役割を担っている可能性が示された。これらの研
究成果は，転写因子 myb遺伝子ファミリーの新しい機能と調節機構を明らかにしたものであり，高く評価
される。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
